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⑥平和都市宣言

（60.12.3）

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争の危機をはらみ、

願に憂慮にたえない。

わが国は唯一の彼煙国として、核兵器の恐ろしさと、被爆者のそ
しみを全世界の人々 に脈え、再び広島・長崎の惨禍を掘り返して11
ならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るため、い力なる国のいかな号
核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市を童酉する。

勿.面
我孫子市役所秘書室広報広聴課
〒270－11我孫子市我孫子1BSB冠0471(B5)1111
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一
同
発
行
機
を
利
用
す
る
た
め
い
る
方
（
実
印
・
印
鑑
登
録
証
持

一
に
は
、
磁
気
カ
ー
ド
と
暗
証
番
参
）
と
い
っ
し
ょ
に
来
庁
す
れ
僅

号
の
登
録
（
本
人
以
外
で
き
ま
暗
証
番
号
の
登
録
が
で
き
ま
す
。

せ
ん
）
が
必
要
で
す
。
▼
交
換
手
数
料
＊
印
鑑
登
録
証

な
お
、
磁
気
カ
ー
ド
へ
の
切
の
交
換
、
磁
気
カ
ー
ド
の
発
行
．
：

り
替
え
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
無
料
＊
新
規
の
印
鑑
登
録
や
紛

』
市
役
所
市
民
課
・
各
支
所
で
手
失
等
に
よ
る
再
発
行
・
・
２
０
０
円

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
◎
臨
時
窓
口
を
開
設

▼
磁
気
力
ｉ
ド
の
交
換
。
発
行
磁
気
カ
ー
ド
の
交
換
・
発
行
手

一
手
続
き
に
必
要
な
も
の
（
本
人
続
き
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の

一
が
来
庁
の
場
合
）
４
ケ
タ
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
き
い
・

一
暗
証
番
号
、
認
め
印
、
印
鑑
登
▼
日
時
。
場
所
２
月
遁
日
（
日
）
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市
で
は
、
土
蝿
・
日
雌
日
に
録
証
（
所
有
者
の
み
）
、
本
人
と
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
、
市

も
住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証
明
で
き
る
響
類
（
運
転
免
許
証
．
役
所
市
民
課
・
各
支
所

証
明
醤
を
発
行
で
き
る
自
動
発
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
課
壷

行
機
を
市
内
４
か
所
（
下
図
参
な
お
、
運
転
免
許
証
等
が
な
い
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３
１
７

照
）
に
殻
蔵
し
て
い
ま
す
。
場
合
睦
本
市
で
印
鑑
登
録
し
て
ぐ
自
動
発
行
機
設
鍾
場
所

確定申告は正しく磁
気
カ
ー
ド
へ
の

切
り
替
え
は
お
情
み
で
す
か

お早めにｈ
Ｉ
Ｑ
凸
■
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所
得
税
と
市
．
県
民
税
の
申
告
受
け
付
け

期
間
は
２
月
陥
日
（
金
）
か
ら
３
月
隔
日
（
金
）
ま
で

い
よ
い
よ
確
定
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
税
金
は
、

私
た
ち
が
豊
か
な
生
活
を
送
り
、
住
み
良
い
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
の
最
も
大
切
な
財
源
で
す
。
正
し
い
申
告
と
納
税
を
お

願
い
し
ま
す
。
確
定
申
告
は
、
２
月
循
日
（
金
）
か
ら
３
月
幅

日
（
金
）
ま
で
柏
税
務
署
な
ど
（
由
告
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）
で

受
け
付
け
ま
す
。
特
別
減
税
も
実
施
さ
れ
て
ま
す
の
で
対
象

と
な
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
期
限

間
近
に
な
り
ま
す
と
受
け
付
け
窓
□
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
早
め
に
申
告
を
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

’
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増所

赫箆所本庁
正面玄関内

湖北地区
公民鯨

市j足プラザ

図瞥館

布佐分館’

確
定
申
告
は
平
成
７
年
中
の

所
得
金
額
（
ま
た
は
楓
失
額
）
と
、

そ
れ
に
対
応
す
る
所
得
税
の
額
を

自
分
で
計
算
（
自
書
）
し
、
納
付

す
る
た
め
の
手
続
き
で
す
。

蕊
得
税

の
申
告
を

利用時間 体 止
ﾄ■，
|■■
L 一

悦日、臘僻休日、年末年飴
一
側

伽
冠

●
●
ｑ
Ⅱ
且

９

錨9月W卵、祝日、撮替休日、年末年始
Iただし．月曜日が祝Hの嶋合は'”も体I上）

10:00～

19:伽
&遡木略日、祝日、傾嘗休日、年末年始

’
毎避月昭8、第1水曜日、悦日、援識ﾎ日、
年末年始､$捌豊理期IMI、（ただし、月曜日
第1水I細が祝日の珊合は':M日も休止）

10:00～

17:側

■■■｡－●－－4■■●■■■○一一一 ー

〈
確
定
申
告
の
必
要
な
方
〉

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

１
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な

ど
が
あ
る
方
で
、
税
金
の
計
算
を

し
て
所
得
税
額
の
あ
る
方

２
、
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
次
の

①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方①

給
与
収
入
金
額
（
年
収
）
が

２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
方

②
給
与
以
外
の
所
得
が
加
万
円

を
超
え
る
方

③
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

け
て
い
る
方
で
、
従
た
る
給
与

の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
以
外

の
所
得
の
合
計
額
が
加
万
円
を

超
え
る
方

３
、
同
族
会
社
の
役
員
や
親
族
な

ど
で
《
そ
の
法
人
か
ら
給
与
の
ほ

か
貸
付
金
利
子
、
不
動
産
蔵
貸
料

な
ど
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方

４
、
予
定
納
税
額
の
あ
る
方

５
、
嬢
渡
所
得
の
あ
る
方

◎
不
動
産
を
売
っ
た
り
、
交
換
し

た
り
、
買
い
換
え
た
り
、
あ
る
い

は
国
や
地
方
公
共
団
体
に
収
用
さ

れ
た
方
は
、
分
離
課
税
の
醸
渡
所

告カレンダ の

時日 場 内 容所

柏税務署職員による
住宅取得特別控除・
医療費控除などの還
付申告相談・受付

2／8

午前9:30～12:00

午後l:00～3:30 ’市民会館

I｜雌･…柏税務署

2／16～3／15

午前9:30～12:00

午後l;00～5:00
市
・
県
民
税
は
、
前
年
の
所
得

金
額
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
の
課
税
麦
料
と
し
て
平
成

７
年
中
の
所
得
な
ど
の
申
告
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ

し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
蜜
を
提

出
す
る
方
や
、
収
入
が
給
与
所
得

得
と
し
て
分
離
課
税
用
の
所
得
税

確
定
申
告
譜
を
使
い
、
給
与
、
営

業
、
不
動
産
な
ど
他
の
所
得
と
一

緒
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ホ
ー
ム
買
い
換
え
の
特
別

控
除
な
ど
、
誤
渡
所
得
各
種
特
例

は
、
税
金
が
か
か
ら
な
い
場
合
で

も
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
ゴ
ル
フ
会
員
権
、
世
金
属
、
書

画
、
栂
韮
品
な
ど
を
売
っ
た
場
合

や
、
借
家
人
が
立
ち
退
き
の
際
に

借
家
権
の
対
価
と
し
て
金
銭
を
受

け
取
っ
た
場
合
な
ど
に
は
、
総
合

課
税
の
譲
渡
所
得
と
し
て
一
般
用

の
確
定
申
告
書
を
使
い
、
他
の
所

得
と
一
緒
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

割
県
民
税

の
申
告
を

’2／16～3／15

午前9:00～12:00

午後lm-4:001
市民会館

2／21.22

午前9:00~12:00

午後l:00～4:00

2／23

午前9:00~12:00
午後1:00～4:00

湖 北地区

公民館
市。県民税全般

還付申告中心
◎
申
告
に
必
要
な
も
の

＊
印
鑑
＊
源
泉
徴
収
票
＊
収

入
や
経
費
の
わ
か
る
帳
簿
類
・
領

収
書
＊
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ

る
控
除
証
明
書
＊
生
命
保
険
の

支
払
証
明
書
＊
国
民
健
康
保
険

税
・
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
額

が
わ
か
る
も
の

だ
け
の
方
で
勤
務
先
か
ら
市
役
所

に
給
与
支
払
報
告
書
が
送
付
さ
れ

る
方
は
、
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。な

お
、
所
得
税
と
異
な
り
、
給

与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所
得
が

加
万
円
以
下
の
方
で
も
申
告
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
世
帯

の
扶
菱
に
な
っ
て
い
る
方
、
単
身

で
居
住
の
学
生
、
収
入
が
非
課
税

所
得
（
遺
族
年
金
な
ど
）
だ
け
の

方
で
も
、
国
民
健
康
保
険
税
の
計

算
や
証
明
書
発
行
の
た
め
の
査
料

と
し
て
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

根戸

近隣センター
串
告
の
だ
め

の
ご
案
内

2／26

午前10:00～12:00

午後l:00～400

市民プラザ

(エスパ内）

2／27.28

午前9加～12:00

午後l:00～4;00

布 佐南

近隣センター
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で
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■
ヨ
巳
一
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■
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▼
所
得
税
↓
柏
税
務
署
壷
（
妬
）
２
３
２
１

〒
２
７
７
柏
市
あ
け
ぼ
の
２
の
１
の
釦

▼
市
。
県
民
税
↓
市
役
所
課
税
課
蛮
（
開
）
１
１
１
１

〒
２
７
０
１
ｕ
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８

平
成
７
年
分
の
所
得
税
を
負
担

し
て
い
る
方
に
対
し
、
特
別
減
税

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
・

減
税
額
は
、
確
定
し
た
所
得
税

額
の
巧
計
相
当
額
ま
た
は
５
万
円

の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
で
す
。

年
末
調
整
で
還
付
を
受
け
て
い

◎
申
告
は
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
用
紙
で

税
務
署
か
ら
送
ら
れ
た
申
告
譜

や
納
付
窪
に
は
、
事
務
上
必
要
な

事
項
が
印
字
さ
れ
て
い
ま
す
。
醤

き
孤
じ
て
別
の
用
紙
を
使
う
場
合

に
は
、
印
字
き
れ
て
い
る
事
項
を

派
れ
な
く
書
き
写
し
て
く
だ
き
い
・

申
告
番
が
送
付
き
れ
な
い
方
で
、

申
告
の
必
要
な
方
は
、
税
務
署
や

市
役
所
・
支
所
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
、

市
民
プ
ラ
ザ
に
備
え
て
あ
る
用
紙

で
、
期
間
内
に
申
告
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

◎
申
告
書
の
提
出
は

市
民
会
館
や
出
張
申
告
相
談
会

場
で
は
、
主
に
市
・
県
民
税
と
所

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

／~、

特
別
減
税
の
適
用
を

お
忘
れ
な
く

2／29.3／1

午前9:00~12:00

午後l:00～4:00

湖北台

市民センター 問

2／21.22.23.26

午前9:30~12:00

午後l:00～4:00

柏税務署職員による

出張申告相談・受付

(分離申告を除く）
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税理士による

無料申告相談・受付

（分離申告を除く）

な
い
方
や
、
一
部
だ
け
迷
付
を
受

け
た
方
、
確
定
申
告
に
よ
っ
て
税

額
が
確
定
す
る
方
な
ど
が
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
確
定
申
告
を
行
わ

な
い
と
還
付
き
れ
ま
せ
ん
の
で
、

対
象
と
な
る
方
は
忘
れ
ず
に
申
告

し
ま
し
ょ
う
。

得
税
の
還
付
申
告
な
ど
の
ご
く
簡

易
な
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

土
地
・
建
物
な
ど
の
売
却
に
よ

る
銀
波
所
得
や
営
業
・
不
動
産
所

得
な
ど
の
申
告
は
、
柏
税
務
署
で

お
願
い
し
ま
す
。

申
告
会
場
は
、
期
限
近
く
な
る

と
、
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、

提
出
だ
け
の
方
は
な
る
べ
く
柏
税

務
署
宛
て
に
郵
送
を
お
願
い
し
ま

す
。
（
申
告
書
の
控
え
が
必
要
な

方
は
、
返
信
用
封
筒
・
切
手
も
同

封
し
て
く
だ
き
い
・
）

な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
は
蕊

期
間
前
で
も
柏
税
務
署
で
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

／
、
だ
さ
い
。

I
わ
せ

＊還付申告は上記日程以前、以降でも柏税務署で受
け付けています。

＊土曜．日曜日はお休みです。
＊市の各支所等への問い合わせはご遠感ください。

＊ニセ税理士・税務署j倣員にご注意ください。
＊各会場とも混雑の状況によっては、早めに受け付
けを打ち切ることがありますのでご了承ください． ｜

一

下総基地の米軍機使用絶対反 対
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１
１

,（2）虜 び
一
』 1996.2

第918号

）
一

／

阪神。淡路大震災から1年
、 ‐三
（

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

を生かした を
Q

昨
年
、
１
月
面
日
未
明
に
発
生

し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

震
度
７
の
激
謹
が
兵
庫
県
南
部
を

中
心
と
し
た
人
口
密
集
地
域
を
直

撃
し
、
死
者
６
３
０
０
人
以
上
、

家
屋
の
倒
壊
・
焼
失
虹
万
戸
以
上

と
い
う
戦
後
最
大
の
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

報
道
さ
れ
る
生
々
し
い
映
像
は
、

私
た
ち
の
脳
褒
に
焼
き
付
き
、
震

災
の
恐
し
さ
と
防
災
の
重
要
性
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

尊
い
職
牲
の
と
も
な
っ
た
貴
重

な
教
訓
を
も
と
に
、
み
な
さ
ん
の

１
１ 家

庭
や
地
域
で

で
き
る
防
災
対
策

ぽ

戦
後
最
大
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
だ
。
今
号
で
は
、
こ
の
震
災
の
貴

重
な
教
訓
を
も
と
に
、
家
庭
や
地
域
で
で
き
る
防
災
対
策
と

市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
身
の
回
り
の

防
災
対
策
は
万
全
か
、
も
う
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

Ⅱ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
Ⅱ

I ’
I’

家
庭
や
地
域
で
で
き
る
基
本
的
な

防
災
対
策
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

も
う
一
度
身
の
回
り
の
防
災
対
策

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

死
亡
し
た
方
た
ち
の
う
ち
、
大

部
分
の
方
が
家
屋
の
下
敷
き
に
よ

る
も
の
で
し
た
。

建
設
省
の
調
査
で
は
、
昭
和
弱

年
の
建
築
基
準
法
施
行
令
改
正
前

に
建
て
ら
れ
た
、
古
い
家
屋
の
被

害
が
多
く
出
て
い
ま
す
。

家
屋
の
修
理
・

補
強
は
早
め
に

▼
収
入
基
準
計
算
基
準
に
よ
り

算
出
し
た
月
収
が
、
第
１
極
で
ｎ

万
５
０
０
１
円
以
上
四
万
８
０
０

０
円
以
下
、
第
２
種
で
ｎ
万
５
０

み
な
さ
ん
の
家
屋
は
安
全
で
す

か
。
安
全
性
を
過
信
せ
ず
に
、
も

う
一
度
家
屋
内
外
の
総
点
検
を
行

い
、
腐
っ
た
土
台
な
ど
問
題
の
あ

る
個
所
は
、
早
め
に
修
理
や
袖
強

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
建
築
指
導
課
で
木
造

住
宅
を
対
象
と
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
わ
が
家
の
耐
謹
と
袖
強
方
法
」

を
配
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
己

診
断
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

心
配
な
と
き
は
、
専
門
家
の
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

家
の
中
に

安
全
な
場
所
を

◎
強
い
揺
れ
を
感
じ
た
ら

揺
れ
が
強
い
と
き
は
、
慌
て
て

外
に
飛
び
出
す
と
落
ち
て
く
る
カ

ワ
ラ
や
カ
ン
バ
ン
な
ど
で
ケ
ガ
を

す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

火
災
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
強
い

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
老
朽
家
屋
等

で
危
険
な
場
合
以
外
は
、
家
の
中

の
安
全
な
場
所
で
身
を
守
り
、
揺

０
０
円
以
下
（
表
２
か
ら
表
５
を

参
照
）

▼
募
集
期
間
２
月
巧
日
（
木
）
か

ら
”
日
（
火
）
ま
で

▼
申
込
書
配
付
期
間
。
場
所
今

日
か
ら
２
月
”
日
（
火
）
ま
で
、
施

設
建
設
課
及
び
各
支
所
に
用
意

▼
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

⑪
市
営
住
宅
入
居
申
込
害

②
市
営
住
宅
入
居
調
替

③
入
居
者
全
員
の
住
民
票
（
続
柄
．

本
籍
地
・
筆
頭
者
氏
名
を
記
載
の

も
の
）
た
だ
し
、
外
国
人
の
場
合

は
外
国
人
登
録
済
証
明
書

㈱
所
得
を
証
明
す
る
蜜
類
（
義
務

教
育
修
了
後
の
方
は
学
生
を
除
き

全
員
の
分
が
必
要
）
＊
平
成
７

年
分
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定

申
告
書
の
控
え
、
６
年
分
の
所
得

証
明
書
（
平
成
７
年
１
月
２
日
以

降
に
転
入
し
た
方
は
、
前
住
所
地

で
発
行
の
も
の
）
＊
平
成
７
年

１
月
２
日
以
降
に
勤
め
先
を
変
え

れ
の
合
間
を
み
て
、
火
の
始
末
や

ド
ア
を
開
け
て
逃
げ
道
の
確
保
を

し
ま
し
ょ
う
。

◎
家
具
の
転
倒
や
照
明
器
具
の
落

下
に
注
意
を

家
の
中
に
安
全
な
場
所
を
作
り

逃
げ
道
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

家
具
の
配
種
や
照
明
器
具
等
の
落

下
防
止
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
に
家
具
の
転
倒
は
、
下
敷

き
に
な
っ
た
り
、
逃
げ
道
を
ふ
さ

が
れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
ふ
だ
ん

出
入
り
の
少
な
い
部
屋
に
家
具
を

集
め
、
転
倒
防
止
の
金
具
等
で
し

っ
か
り
固
定
し
、
照
明
器
具
も
落

下
防
止
の
ク
サ
リ
等
で
固
定
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

頼
り
に
な
る
の
は

地
域
の
人
た
ち

「
生
き
埋
め
に
な
っ
た
人
を
近

所
の
人
た
ち
が
救
出
」
「
バ
ケ
ヅ

リ
レ
ー
で
延
焼
を
ス
ト
ッ
プ
」
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
が
防
災

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

た
方
は
、
変
わ
っ
た
日
か
ら
１
年

間
の
給
与
支
払
い
見
込
書
（
す
で

に
１
年
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合

は
、
申
し
込
み
の
前
月
ま
で
１
年

間
の
給
与
証
明
書
）
＊
非
課
税

証
明
書
＊
無
峨
調
査
密
（
民
生

委
員
が
発
行
）
＊
年
金
・
恩
給
受

給
者
と
生
活
保
謹
を
受
け
て
い
る

方
は
受
給
証
明
響

⑤
賃
貸
契
約
密
の
写
し

⑥
健
康
保
険
証
の
写
し
（
入
居
者

全
員
の
も
④

、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

写
し

⑧
遠
隔
地
扶
養
者
が
い
る
場
合
は

事
実
を
証
明
す
る
書
類

※
そ
の
他
、
申
込
者
の
状
況
に
よ

り
、
各
種
証
明
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
入
居
可
能
日
３
月
弱
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
施

設
建
談
課
市
営
住
宅
係
壷
孟
）
１

１
１
１
内
線
５
２
９

。

大
震
災
が
発
生
す
る
と
、
道
路

が
寸
断
ざ
れ
箒
通
信
手
段
も
混
乱

す
る
た
め
、
市
役
所
や
消
防
署
か

ら
の
救
援
は
遅
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
最
も
頼
り
に
な
る

の
は
、
家
族
や
近
所
の
人
た
ち
で

す
。
ふ
だ
ん
か
ら
家
族
一
人
ひ
と

り
の
分
担
や
避
難
場
所
に
つ
い
て

話
し
合
う
と
と
も
に
地
域
で
の

活
動
に
極
極
的
に
参
加
し
、
高
齢

者
だ
け
の
世
帯
や
身
体
に
障
害
の

あ
る
方
な
ど
、
災
害
に
弱
い
人
を
、

地
域
ぐ
る
み
で
把
握
し
て
災
害
に

術
え
ま
し
ょ
う
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

寸
断
に
備
え
て

大
震
災
が
発
生
す
る
と
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
も
寸
断
さ
れ
、
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

災
害
は
、
い
つ
起
き
る
か
予
測

が
つ
き
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
と

(一般申込者早見表）
▼表2給与所得者1人の場合 (前年1年間の総収入金額）

｜
’’

’ ’
き
に
慌
て
な
い
よ
う
に
、
ふ
だ
ん

か
ら
非
常
持
ち
出
し
品
を
リ
ュ
ッ

ク
等
に
詰
め
て
、
準
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

持
ち
出
す
品
は
、
か
ん
ば
ん
や

缶
詰
な
ど
火
を
と
お
し
た
り
、
調

理
し
た
り
し
な
い
で
も
食
べ
ら
れ

る
、
３
日
分
く
ら
い
の
非
常
食
と

飲
料
水
、
懐
中
電
灯
、
ろ
う
そ
く
、

マ
ッ
チ
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
現
金
、

救
急
薬
品
、
衣
類
な
ど
。
家
族
で

分
担
し
て
使
用
期
限
等
を
日
ご
ろ

か
ら
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
災
害
の
発
生
に
迅
速

に
対
応
す
る
た
め
、
初
動
体
制
計

画
に
基
づ
き
各
支
部
へ
の
市
職
員

の
配
備
・
訓
練
を
は
じ
め
、
情
報

収
集
・
伝
達
手
段
の
確
保
、
備
蓄

物
査
の
充
実
、
飲
料
水
の
確
保
な

ど
、
項
目
を
定
め
て
計
画
的
に
整

術
し
へ
〃
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

▼表3事業所得者1人の場合 (前年1年間の必要経溌控除後の所得金額）

地
域
と
一
体
と
な
っ
た

防
災
対
策
を
推
進

’

り
″
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
拡
充

な
ど
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
防

災
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
．
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
防
災
係
容
壺
）
１
１
１
１

(特枠申込者早墨詞対象…母子家庭
▼表4特枠対象者1人いる世帯の場合

’
倭

’
E>一〈1月17日を"防災とﾗﾝﾃｨｱの日”事業所得者1人の場合 (前年1年間の必要経賀控除後の所得金額）

震災後､兵庫県で100万人以上のボラン

ティアが活躍したことから、国ではその

重要性と震災の記悩を風化させないため

に、1月17日を帆防災とボランティアの

日〃と定め、市でもボランティアの募集

と登録制度の検討を始めました。

－

’

団地名

東我孫子A

東我孫子B

都部

日秀（2）

募集戸数

第一種

1

1

1 ’

第二種

1

’
2

種別

家賃(月額）

一般住宅

(3DK）

43,000円

母子向住宅

(3DK）

33,000円

一般住宅

(3DK）

43,000円

一般住宅

(2K）

7,000円

一般住宅

（3K）

14,000円

所在地

東我孫子
1-9-17

東我孫子

1-9-18

東我孫子

1-31-2

都部69

日秀132

同居及び

扶養親族数

総
収
入
額

第二種

第一種

0人

(単身者）

2,231,999円

以下

2,232,000円

1

3,647,999円

1人

2静731,999円

以下

2‘732,000円

1

4,083,999円

2人

3,231,999円

以下

3,232,000円

1

4,523.999円

3人

3.715,999円

以下

円
円
０
９
０
９
０
９

０
．
。
Ｊ
１
１

６
９
１
５
７
９

，

５

３
４

4人

4,151,999円

以 下

4,152,000円

1

5,395,999円

5人

4,587,999円

以 下

4,588,000円

1

5,835,999円

同居及1

扶養繩

所
得
金
額

第二種

第一種

世

0人

(単身者）

1,380,000円

以 下

1,380,001円
1

2,376,000円

1人

1,730,000円

以下

1,730↑001円

1

2,726,000円

2人

2,080,000円

以一ド

2,080,001円

1

3,076,000円

3人

2.430.000円

以下

2.430,001円

1

3,426‘000円

4 人

2,780,000円

以 下

2.780.001円

1

3,776,000円

5人

3,130,000円

以下

3,130,001円
1

4,126,000円

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

大
震
災
が
発
生
す
る
と
、
市
災
組
織
を
結
成
し
て
お
く
と
、

役
所
や
消
防
署
だ
け
で
は
十
分
い
ざ
と
い
う
と
き
に
災
害
か
ら

な
防
災
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
。
生
命
や
財
産
を
守
る
強
力
な
武

こ
ん
な
と
き
、
頼
り
に
な
る
器
に
な
り
ま
す
。

の
が
自
主
防
災
組
織
で
す
。
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の

町
内
会
や
自
治
会
の
集
ま
り
結
成
時
に
担
架
や
バ
ー
ル
等
、

で
、
地
域
の
み
な
ざ
ん
が
防
災
資
機
材
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
自
主
防
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〆

同居及び

扶謎親族数

総
収
入
額

第二種

節一種

0人

(#蝿者）

2,615,999円

以下

2,616,000円

1

3‘983,999円

1人

3,115,999円

以下

31116,000円

1

4,423,999円

2人

3,615,999円

以下

3,616.000円

1

4,859,999円

3人

4,051,999円

以下

4,052,000円
1

5,295,999円

4人

4,487,999円

以 下

4,488,000円

1

5,735,999円

5人

4,927,999円

以 下

4,928,000円
1

6,171,999円

同居及び

扶養親族数

所
得
金
額

第二種

第一種

0人

(単勘者）

1,650,000円

以 下

1,650,001円

1

2,646,000円

1人

2,000,000円

以下

2,000,001円

1

2,996,000円

2 人

2,350,000円

以下

円
円
１
０
０
０
０
０

り
△
，
８
９

０
６
５
４
３
３
２
ａ

3人

2,700,000円

以下

2,700,001円

1

3,696‘000円

4人

3.050,000円

以 下

3,050,001円

I

4,046,000円

5 人

3,400,000円

以下

3,400,001円

1

4,396,000円
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こ
れ
か
ら
母
親
・
父
親
に
な
る

方
、
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

▼
日
時
２
月
配
日
（
金
）
午
前
９

時
鋤
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
午
前

９
時
巧
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
暉
ミ
リ
映
写
「
母
と

子
の
き
ず
な
」
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お

風
呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

▼
日
時
２
月
２
日
か
ら
沁
日
ま

で
の
毎
週
金
蝿
日
午
前
９
時
鋤
分

か
ら
ｎ
時
釦
分
（
９
日
の
み
午
後

１
時
か
ら
３
時
）
、
開
始
、
分
前
に

は
受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
産
科
医
の
話
、
妊
婦
体

操
、
妊
娠
中
の
歯
科
衛
生
な
ど

▼

し
あ
わ
せ
学
級

母
親
学
級

一

健康ガイド

蕊
巳月の日曜，休日当番医著

－、

保
健
セ
ン
タ
ー

湖
北
台
１
の
胆
の
旧

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

狂
（
師
）
１
１
３
１

子
健
康
手
帳
と
鐡
記

伝診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの保険証と診療費
f

電話病・医院名日
一

我 孫子 聖仁会病院

佐藤内科医院

88-3111 用
具
は
毎
回
、
２
日
・
９
日
は
バ

ス
タ
オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
使
用
）
、

媚
日
は
歯
ブ
ラ
シ

身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、

育
児
等
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
幡
に
ご
相
談
を
。

▼
日
程
２
月
６
日
か
ら
”
日
ま

で
の
毎
週
火
峨
日

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
幅
分

か
ら
９
時
妬
分
：
・
平
成
７
年
、
月

生
ま
れ
（
通
知
し
ま
す
）
＊
午

前
９
時
緬
分
か
ら
、
時
釦
分
…
Ｏ

か
ら
６
歳
児
で
相
談
の
あ
る
方

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
（
３
か
ら
６
か
月
用
、

９
か
ら
皿
か
月
用
）
を
利
用
し
、

医
深
機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼

育
児
相
談

4日

88-0934
日
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｊ
‐
且
■
■
８
？
■
ｌ
Ⅱ
Ｉ
■
１
４
Ｊ
■
０
・
■
１
７
８
．
０
■
１
Ｉ
１
Ｉ
１
Ｉ
ｊ
０
■
１
１
１
■
１
０
も
Ｉ
Ⅱ
ｌ
ｆ
１
６
１
ｌ
ｌ
０
■
８
．
０
０
Ｇ
日
Ｊ
１
０
ｄ
５
ヨ
ー
■
・
・
Ｉ
Ｉ
Ｌ
１
１
Ⅱ
１
０
‐
０
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｈ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｂ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
卜

４
■
１
１
日
１
日
‐
ｄ
ｌ
■
Ｕ
■
■
も
９
１
‐
０
●
■
日
巳
■
１
Ｊ
Ⅱ
１
Ⅱ
叩
‐
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
ｌ
Ⅲ
１
１
引
叩
Ⅷ
１
０
Ⅲ
１
０
０
０
咽
川
叩
０
０
旧
旧
旧

F和台病院 89-111111日

し野病院

医院

84-2211我孫子つく

星 野 で12日

88-2248

｜
Ⅱ
’

アビコ外科整形外科病院 84-7321
18日

医院 88-0835字 病

基
本
的
な
生
活
習
憧
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
た
め
に
、
母
親
・
父
親

の
役
割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
程
＊
２
月
１
日
（
木
）
…
平

成
６
年
７
月
１
日
か
ら
過
日
生
ま

れ
＊
２
月
８
日
（
木
）
…
平
成
６

年
７
月
狸
日
か
ら
瓠
日
生
ま
れ

▼
受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
前
９

時
巧
分
か
ら
、
時
釦
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
、
三
親
と
子
の
２
本
）

▼
対
象
平
成
７
年
、
月
生
ま
れ
、

お
よ
び
娼
月
未
満
で
１
度
も
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
錘
を
し
て
い
な
い
方

▼
日
時
＊
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

．
：
２
月
６
日
（
火
）
＊
判
定
。
Ｂ

Ｃ
Ｇ
：
．
２
月
８
日
（
木
）
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
巧
分
か
ら
２
時
晦
分

受
付 １

歳
ｅ
か
冨
児
健
康
診
査

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の

と
お
り
間
が
ん
検
診
を
実
施
し

ま
す
。
一
易
機
会
に
、
ぜ
ひ
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
如
歳
以
上
の
市
内
在

住
者
（
た
だ
し
、
現
在
論
罐
中

の
方
、
お
よ
び
医
療
機
関
で
検

我孫子東邦病院 82-8166

胃
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

25日

御子柴耳鼻咽喉科 88-5678

|，

生
後
３
月
か
ら
卯
月
ま
で
の
乳

幼
児
は
、
ポ
リ
オ
投
与
を
２
回
受

け
て
く
だ
き
い
。

▼
日
程
２
月
”
日
（
火
）

▼
受
付
時
間
午
後
１
時
巧
分
か

ら
２
時
巧
分

▼
対
象
＊
１
回
目
投
与
・
・
・
平
成

７
年
７
月
以
前
生
ま
れ
、
＊
２
回

目
投
与
：
．
平
成
７
年
ｎ
月
型
日
以

前
に
１
回
目
投
与
を
受
け
た
方

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、

６
週
間
以
上
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

治
医
に
ご
相
談
く
だ
ざ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

治
医
に
ご
相
談
く
だ
ざ
い
。

診
済
み
の
方
は
除
く
）

▼
実
施
期
間
３
月
４
日
（
月
）
か

ら
四
日
（
火
）
ま
で
（
た
だ
し
、
木
．

土
・
日
峨
日
は
除
く
）

▼
費
用
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
（
１
人
１
枚
・
連
名
不
可
）

麻
し
ん
、
三
種
混
合
〈
ジ
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
、
風

し
ん
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
き
い
・

な
お
、
実
施
医
療
機
関
お
よ
び

予
防
接
鍾
の
詳
細
は
、
予
防
接
種

ノ
ー
ト
（
出
生
お
よ
び
対
象
と
な

る
転
入
者
に
は
各
翌
月
に
郵
送
）

を
ご
覧
く
だ
き
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）
、

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

（
ボ
リ
オ
）
役
与

一
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

、

▼
日
時
２
月
晦
日
（
木
）
午
前
９

時
妬
分
か
ら
、
時
釦
分
受
付

▼
対
象
平
成
５
年
６
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
内
容
歯
科
健
診
、
歯
み
が
き

指
導
、
フ
ッ
化
物
塗
布
（
希
望
者
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
親
と
子
の
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

※
対
象
児
に
限
り
ま
す
。

に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
、
砿
話
番
号
を
明
記
し
、

２
月
、
日
（
土
・
消
印
有
効
）

ま
で
に
湖
北
台
１
の
狸
の
超
保

健
セ
ン
タ
ー
へ

※
受
診
券
は
２
月
末
に
発
送
し

ま
す
。肩

こ
り
や
腰
痛
で
お
悩
み
の
方

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
き
い
。

▼
日
時
２
月
６
日
か
ら
諏
日
ま

で
の
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
受
付

１
時
釦
分
か
ら
３
時

▼
内
容
肩
こ
り
腰
痛
予
防
の
体

操
、
食
事
診
断
、
個
別
相
談
ほ
か

▼
持
参
健
康
手
帳
、
体
操
の
で

印
鑑
（
個
別
接
種
の
み
）

▼
蜜
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

別 接種
ム
シ
歯
予
防
教
室

」
風 三

種
混
合

一
》
噸
幽

麻
疹
（
は
し
か
）

’
日

予
防
接
種
名

■

本
脳
炎

し 。
腰
痛
教
室

、
ん

生
後
６
月
か
ら
卯
月
・
１
期
初
回
（
２
回
）
及

び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

生
後
廻
月
か
ら
卯
月
・
麻
疹
接
秘
後
に
１
回
接
種

生
後
３
月
か
ら
卯
月
・
１
期
初
回
（
３
回
）
及

び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

楽
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
極
混
合
を

接
種

生
後
哩
月
か
ら
卯
月
。
１
回
接
祇

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

原
‐
崖
御
調

食
事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ

ク
や
献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

高
血
圧
な
ど
で
食
事
療
法
が
必
要

な
方
も
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
き
い
・

▼
担
当
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

▼
申
し
込
み
遮
話
で
予
約
（
日

時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

き
る
服
装

▼
申
し
込
み
遜
話
ま
た
は
直
接

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

（
財
）
日
本
公
衆
術
生
協
会
で
は
、

原
爆
被
爆
者
二
世
の
方
の
健
康
診

呉

断
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
両
親
、
ま
た
は
両
親
の

原
爆
被
爆
者
二
世
の
方
を

対
象
に
健
康
診
断
を
実
施

高
齢
化
社
会
の
到
来
と
と
も

に
、
循
環
器
疾
思
を
は
じ
め
と

す
る
内
科
領
域
の
救
急
患
者
の

急
地
が
み
ら
れ
、
救
急
医
療
の

対
応
も
大
き
く
さ
ま
が
わ
り
を

み
せ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も

一
般
社
会
人
の
皆
ざ
ん
の
救
急

医
療
へ
の
参
加
が
、
患
者
の
救

命
率
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ

て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
欧
米

の
実
繊
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

特
に
緊
急
な
処
錘
が
必
要
な

症
状
は
、
突
然
現
れ
る
激
し
い

症
状
で
す
。
こ
う
し
た
と
き
の

対
処
方
法
を
説
明
し
ま
す
。

健
康
メ
モ
⑭

■
■
■
■
■
凸
！
■
■
１
日
■
・
日
凸
■
Ⅱ
Ｐ
ル
ｂ
■
■
且
ｐ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

・
０
ｔ
１
４
円
Ｉ
‐
１
１
１
１
１
１
１
１
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４

■
ｒ
ｕ
■
ｐ
６
＆
■
■
ｒ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ
Ｉ

相
談

い
ず
れ
か
が
原
爆
被
爆
者
で
受

診
を
希
望
す
る
方

▼
期
間
３
月
ｎ
日
（
月
）
ま
で

▼
受
診
料
無
料

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
健
康
診
断
希
望
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

被
爆
者
が
両
親
の
い
ず
れ
か
を
明

記
し
、
２
月
晦
日
（
木
）
ま
で
に
〒

２
６
０
干
葉
市
中
央
区
市
場
町
１

の
１
県
衛
生
部
保
健
予
防
課
防
疫

結
核
係
霊
０
４
３
（
２
２
３
）
２

６
０
８
へ

発
語
が
あ
る
か
、
四
肢
の
動
き
が

あ
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

◎
呼
吸
状
態
の
確
認

意
融
障
害
が
認
め
ら
れ
た
場
合

呼
吸
状
態
を
観
察
・
判
断
す
る
と

と
も
に
、
気
道
を
確
保
す
る
こ
と

』
刎
‐
副
副
倒
千
葉
県
献
血
推

◎
意
識
状
態
の
確
認

そ

意
識
の
有
無
は
、
心
肺
蘇
生
法

を
行
う
か
行
わ
な
い
か
の
重
要
な

指
標
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
救
急
忠
者
に
刺
激
〈
声
を
か

け
る
、
屑
を
た
た
く
、
皮
膚
を
つ

れ
る
）
を
与
え
、
開
眼
す
る
か
、

知
っ
て
お
き
た
い

緊
急
時
の
対
応

進
強
調
月
間
で
す
。
皆
ざ

ん
の
蝿
か
い
ご
協
力
を
。

▼
日
程
２
月
加
日
（
火
）

午
前
９
時
釦
分
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
３
時
釦
分

▼
場
所
市
役
所
本
庁
正

面
玄
関
前

▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課

壷
（
顕
）
１
１
１
１

▼
日
時
２
月
過
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時

▼
対
象
首
の
す
わ
り
が
遅
い
、

渥
返
り
が
遅
い
、
歩
か
な
い
な
ど
《

▼
日
時
２
月
型
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時

▼
対
象
盤
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
娼
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
輩

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
、
保
健
婦
に
よ
る
指
導
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

▼
日
時
２
月
週
日
（
火
）
午
後
０

時
輻
分
か
ら
１
時
躯
分
受
付

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
４
年
ｎ
月
１
日
か

ら
ｎ
月
和
日
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
３
歳

児
健
康
診
査
票
、
尿

も
垂
要
で
す
。
呼
吸
状
態
を
判
断

す
る
た
め
に
は
、
①
救
急
忠
者
の

胸
郭
が
動
い
て
い
る
か
ど
う
か
②

忠
者
の
邸
や
口
に
耳
を
近
づ
け
て

呼
吸
音
が
聴
こ
え
る
か
ど
う
か
③

忠
者
の
顔
に
頬
を
近
づ
け
呼
気
が

頬
に
感
じ
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
槻

察
し
ま
す
。

呼
吸
が
停
止
し
て
い
る
場
合
に

は
、
人
工
呼
吸
を
行
い
ま
す
。

◎
循
環
状
態
の
確
認

人
エ
呼
吸
を
行
っ
た
の
ち
に
、

心
臓
の
拍
動
（
脈
拍
）
が
あ
る
か

な
い
か
を
確
認
し
ま
す
。
循
環
状

一
柏
保
健
所
か
ら

乳
幼
児
発
達
相
談

３
歳
児
健
康
診
査

療
育
相
談

、

ｌ
・
‐
‐
１
１
１
‐
‐
１
‐
‐
ｑ
Ｉ
・
■
‘
０
１
‐
’
’
０
１
Ⅲ
叩
‐
川
‐
叩
川
‐
ｌ
Ⅲ
■
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ

信
一

；
▼
日
時
３
月
ま
で
の
毎
月
第
１

か
ら
蕊
４
金
剛
日
、
午
後
２
時
か

ら
４
時

▼
対
象
精
神
病
、
糖
神
神
経
症

な
ど
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
子
約
が
必
要
で
す
）

▼
日
時
２
月
超
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
４
時

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
た
本
人
や
そ
の
家
族

▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
貝
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

発
達
の
遅
れ
が
心
配
な
２
歳
ま
で

の
乳
幼
児

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
、
指
導

▼
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所

保
健
指
導
課
へ
（
予
約
制
）

態
の
観
察
と
判
断
は
、
頚
動
脈

の
あ
た
り
に
手
を
あ
て
、
脈
拍

が
感
じ
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
よ

っ
て
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
徐

脈
（
脈
拍
数
が
毎
分
ｍ
回
以
下
）

の
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
も
し
も
、
脈
拍

を
触
知
し
な
け
れ
ば
、
心
臓
停

止
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。

緊
急
の
処
謹
の
際
、
生
命
兆

候
が
悪
い
場
合
は
、
で
き
る
だ

け
迅
速
に
処
鍾
を
選
び
、
医
療

機
関
に
受
診
き
せ
る
こ
と
が
救

急
患
者
の
救
命
率
向
上
に
つ
な

が
る
の
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
壷
（
記
）
５
５
２
５

の

心
の
健

ア
ル
コ
ｉ
ル
悩
み
ご
と
相
談

柏
市
柏
２
５

壷
（
碗
）
１
２
５
５

室笙週5

一一

夜間の急病のときは
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一

寒
い
冬
の
１
日
、
暖
か
く
し
た

部
屋
の
中
で
、
た
ま
に
は
テ
レ
ビ

を
消
し
て
静
か
に
詩
を
読
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
折
々
の
う

ま
こ
と

た
１
か
ら
、
（
大
岡
信
）
＊
短

た
わ
ら
ま
ち

歌
を
よ
む
（
俵
万
智
）
＊
俳
句

と
い
う
愉
し
み
（
小
林
恭
三

＊
童
謡
詩
人
金
子
み
す
雪
の
生
涯

（
矢
崎
節
夫
）
＊
あ
・
い
・
た
・

く
・
て
（
工
藤
直
子
）
＊
女
に

容
川
俊
太
郎
）
＊
ま
ど
・
み

ち
お
全
詩
集
＊
た
の
し
い
英
詩

集
（
杉
本
賊
訳
・
編
）
＊
オ
フ
・

オ
フ
・
マ
ザ
ー
・
グ
ー
ス
（
和
田

誠
逐
＊
フ
ラ
ン
ス
詩
の
散
歩

道
（
安
藤
元
雄
）

１
１

－

医
儒
隠
な
し
会

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
楽
し
い

お
話
を
し
ま
す
。
４
歳
か
ら
９
歳

ま
で
の
チ
ビ
ッ
子
集
ま
れ
。

▼
日
程
＊
２
月
１
日
（
木
）
・
お

日
（
木
）
：
．
市
民
会
館
第
４
会
議
室
、

＊
２
月
８
日
（
木
）
・
詑
日
（
木
）
：

⑬
市
民
図
書
館

顕
湖
北
台
分
館

鐙
布
佐
分
館

鐙
移
動
図
書
館

■

’

書歌
を

図
書
館

だ
よ
り

な
し

丑
（
副
）
１
１
１
０

壷
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

垂
（
師
）
０
９
０
９

､

会

◎
湖
北
台
分
館
Ⅱ
水
墨
画
Ⅱ

》
』
》
『
シ

▼
作
品
・
作
者
＊
雪
景
色
・
・
・
河

の野
江
美
子
（
つ
く
し
野
）
＊
風

よ
し
こ

景
…
中
村
好
子
（
栄
）
＊
雪
景
色

…
大
高
喜
代
子
（
栄
）
＊
花
．
：
沢

さ
ど

田
千
津
子
（
寿
）
＊
紅
梅
…
城
戸

新
吾
（
久
寺
家
）

◎
布
佐
分
館
Ⅱ
書
道
Ⅱ

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
書

道
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
作
品
展

▼
作
者
佐
藤
謙
造
、
原
力
三
郎
、

た
港
し
ひ
ろ
と
・

近
藤
正
、
高
橋
弘
人
、
島
崎
健
一
、

菊
地
美
和
子
、
渋
谷
弘
男
、
長
井

布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
時
間
い
ず
れ
も
午
後
３
時
訓

分
か
ら
４
時

そよかせ号(:書館:)明の日程(蕊） ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

坪
|ｽﾃｰｼｮﾝ名I堵所｜時間(午後）
|湖北湖北地区公民館1:20～1:50

~f『峠中峠屯田谷公園2:10～2:40

青山台柴崎台4号公園3:00～4:00

平和台布佐南近隣センター2:00～2:40

新木野新木児童公園|3:00~4:00
久寺家久寺家あけぼの公園|2:00~2:45

つくし野東急ショッピングセンター裏'3:00~4:00
天王台東天王台東児童公園|2:00~2:50

天王台西|浅野谷3号公園’3:10~4:00
白山|三洋電機社宅入口|1:30~2:15
並木|丸石家具駐車場2:30~3:00
1台田|台田池尻公園3:20~4:00
l根戸|根戸近隣センター2:00~2:40
1つくし野|東急ｼｮｯビﾝグｾﾝﾀー 裏3:00~4300

７
．
鋤

水

’
一一一一

８
．
胆

木

９
・
開

金

健
康
保
険
制
度
は
、
ケ
ガ
や
病
気
の
際
、
私
た
ち
が
医
療
費
の
心
配
を
せ
す
に
必
要
十
分
な
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
で
す
。
国
民
健
康
保
険
は
、
会

社
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
保
険
な
ど
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
、
す
べ
て
の
人
が

入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険
か
ら
ぬ
け
た
場
合
に
は
速
や
か
に

手
続
き
を
行
い
、
国
民
健
康
保
険
に
未
加
入
と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
、
国

民
健
康
保
険
の
概
要
と
異
動
が
あ
っ
た
際
の
手
続
き
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
Ⅱ
国
保
年
金
課
Ⅱ

国
民
健
康
一
軍
畳
嘩
弄
釧
匪
窄
壁
塞
》
》
錠
が
》
“
恥
評
坐
し
挙
萢
琴
う
な
方

保
険
の
目
的
に
、
み
ん
な
で
保
険
税
を
負
担
し
◎
自
営
業
や
挫
業
な
ど
を
個
人
で

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
あ
い
、
こ
の
制
度
を
維
持
し
て
い
営
ん
で
い
る
方

所
得
な
ど
に
応
じ
て
日
ご
ろ
か
ら
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
◎
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で

》
鱗
鱸
歎
順
罎
轆
轤
旅
釧
謹
鱗
鮭

十
分
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
会
社
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
◎
外
国
人
登
録
を
し
て
い
て
、
日

に
運
営
き
れ
て
い
ま
す
。
保
険
な
ど
、
聯
場
の
健
康
保
険
に
本
に
１
年
以
上
滞
在
す
る
方

ど
ん
な
に
健
康
な
人
で
も
、
長
入
っ
て
い
る
方
と
、
そ
の
扶
菱
家
◎
定
年
な
ど
で
会
社
を
退
職
し
、

い
人
生
の
な
か
で
は
、
い
つ
、
ど
族
以
外
の
方
は
、
す
べ
て
国
民
健
峨
場
の
健
康
保
険
（
任
意
継
続
を

こ
で
大
き
な
ケ
ガ
や
病
気
に
見
舞
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
ま
す
。
含
竺
か
ら
ぬ
け
た
方

く
に
、
清
水
康
宏
、
熱
田
光
男
、

た
い
ち

清
水
平
、
皆
川
安
行
、
小
山
初
江
、

渡
謡
三
郎
諜
篝
、
志

木
秀
子
、
大
津
千
鶴

園
展
示
期
間
２
月
８
日
（
木
）
か

ら
３
月
５
日
（
火
）
ま
で

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

虎
“
Ｕ
ｅ
ｎ
Ｍ
Ｕ

１
２水

５
９

■
■
■
ｇ
■
▲
■
■
■
■
●
《
叩
〃
』

転
入
や
退
職
を
し
た
ら
す
ぐ
に
手
続
き
を

木

’１
２
．
冊

金

〆廻M)国民健康保険は
､

こんなしくみになっています

掴2）こんなときは必ず14日以内に
手続きをしてください
こ んな とき 持参するもの

齢国
保
に
は
い
る
と
き

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
〔
川
川
副
劇
溜
る
と
き

我孫子市に転入してまだとき 印鑑

印鑑、職場の健康保険
をやめた証明ま

職埋の睡康保険をやめたとき

田鑑、保険証、世謹
の預金通帳

子どもが生まれたとき
被保険者
（加入者）

印鑑、保盟廃止決定通
知ま

生活保護を受けなくなったとき

外国人が加入するとき 外国人彗銀証明聾

い
ま
す
か

’我孫子市外へ転出するとき 印鑑、保険証a

’

’
職掲の健康保険に入ったとき

田鑑、国保の保険証と
蔵堀の保険証

’
職塩の健康保険の被扶養者にな
つだとき

ノ

垣

印鑑、保険証、葬祭を
行った方の預金通帳

死亡したとき 保険医
(医疲機関）

生活唖を受けるようになった
とき

印鑑、保険証、保護開
始決定通知書

国
保
の
場
合
、
医
探
費
の
３
割

が
自
己
負
担
額
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
己
負
担
額
が
１
か
月

間
に
一
定
額
を
超
え
た
場
合
に
は
、

高
額
療
養
識
と
し
て
後
で
払
い
戻

し
が
あ
る
ほ
か
、
被
保
険
者
に
子

ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
は
出
産
育

児
一
時
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

保
険
税
に
つ
い
て
は
、
次
の
４

つ
の
税
額
を
合
計
し
た
も
の
が
１

年
間
の
保
険
税
と
な
り
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
っ
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
所
得
割
額
：
・
各
世
帯
の
前
年
中

の
所
得
に
応
じ
て
計
算
し
ま
す

◎
資
産
割
額
：
各
世
帯
の
固
定
査

産
税
額
に
応
じ
て
計
蝉
し
ま
す

◎
均
等
割
額
・
・
各
世
帯
の
被
保
険

者
数
に
一
定
額
を
掛
け
て
計
算
し

ま
す

◎
平
等
割
額
・
・
・
各
世
帯
ご
と
に
、

国
保
は
、
市
町
村
が
運
営
し
て

い
ま
す
の
で
、
市
内
在
住
の
方
は

我
孫
子
市
で
加
入
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
（
図
１
参
照
）
。

国
保
は
家
族
一
人
ひ
と
り
が
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
が
、
加
入
の

手
続
き
は
世
帯
ご
と
に
世
帯
主
が

行
い
ま
す
。
被
保
険
者
証
（
保
険

証
）
は
世
帯
で
１
枚
が
交
付
さ
れ
、

保
険
税
は
世
帯
ご
と
に
納
め
ま
す
。

保険証、外国人弩鐙祁
明嘗’ 医

療
費
の
自
己
負
担
と

保
‐
険
税
の
計
算

加
入
は
市
町
村
ご
と
に

世
帯
単
位
で

外国人が国保をやめるとき

世語主・氏名がかわったとき
市内で転居したとき

印鑑、保険証

修学などで他市町村に居住する
とき（住民票を程す場合）

印鑑、保険証、存学証
明書、転出届

そ
の
他口

’
修学のため他地区に住んでいた
方が硯もとに帰ってきだとき

田鑑、世帯の保険証と
個別の保険証、転入届

長期旅行などで世帯と別の保険
証がほしいとき

田鑑、保険証

長期旅行などで交付を受けた個
別の保険鉦を返還するとき

印鑑、世帯の保険鉦と
個別の保険証

同
一
額
を
負
担
し
ま
す

異
動
が
あ
っ
た
場
合
は

速
や
か
に
手
続
き
を

世
帯
主
の
方
は
、
家
族
に
被
保

険
者
と
し
て
の
異
動
が
あ
っ
た
と

き
は
、
皿
日
以
内
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
（
図
２
参
照
）
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
次
の
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
医
療
費
が
全
額
、
自
己
負
担
に

な
る

・
未
加
入
期
間
の
保
険
税
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
、
一
度
に
請
求
さ
れ
る

・
査
格
を
失
っ
た
保
険
証
で
治
療

を
受
け
た
と
き
に
、
後
で
保
険
負

担
分
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ
る

な
お
、
退
職
し
て
峨
場
の
健
康

保
険
を
ぬ
け
た
ま
ま
《
保
険
証
を

持
っ
て
い
な
い
な
ど
の
場
合
は
、

す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
給

付
係
壷
（
鋪
）
１
１
１
１
内
線
３
２

４
．
３
２
５

印霊、本人を証明する
もの(運転免許証など）

保険証を無くしたとき
定年退職した方のための

退職者医療制度田鑑､年余評露、保険
証

遅睡者医療制度に該当したとき

’ 定年で退職し､厚生年金や共済年金を受け

ている方とその扶菱勇嫉には、国保の退職者

医療制度力植用されます｡保険税額は変わり

ませんが､医療費の自己負担額が本人で2割

扶養家族で3割（入院は2割）になります。

退職者戻粛制度に該当しなくな
ったとき

印鑑、保険班

’
が
あ
っ
た
と
一
ゆ
る
や
か
に
墾
捧
の
煙
寒
の
入
り
篠
田
ま
さ

手
続
き
を
し
一

立
冬
の
暮
れ
ゆ
く
沼
を
身
ほ
と
り
に
松
浦
白
梅

選
鱈
柿
篭
り
と
干
し
て
緯
わ
る
琴
日
巽

参
照
）
。
一

と
、
次
の
よ

径
冬
聴
に
落
暉
ひ
と
筋
残
り
け
り
田
中
栄
太
郎

あ
か
あ
き
瞳

る
場
合
が
あ
一
杲
走
馬
灯
生
き
し
証
し
の
あ
れ
こ
れ
と
石
岡
晶
子

一
詠
溌
沙
一
陶
誇
緬
鴫
騨
纈
縦
繩
り
田
口
｜
子

斉
藤
幸
子

な
室

か
ず
こ

一
緬
師

鵠
漆
く
身
の
引
き
総
る
栽
鄭
海
老
原
千
代
子

険
税
を
さ
か
た

初
雀
小
さ
く
鳴
い
て
翔
ち
に
け
り
宮
腰
多
加
雄

請
求
さ
れ
る
一
ぅ
に
お

手
を
拍
て
ば
再
び
三
度
か
づ
く
鵯
三
谷
和
夫

た
こ

険
証
で
治
療
一
。
限

手
賀
の
沼
制
し
て
一
つ
武
将
凧
壁
谷
千
鶴
子

》
唾
砕
準
負
一
蓉
嚥
永
住
と
決
め
た
る
妻
の
障
子
貼
る
泉
蛍
久
子

峨
場
の
健
康
一
寸
皿
癖
手
織
沼
の
水
辺
に
生
ゆ
る
華
陰
に
舟
道
有
り
て
サ
ッ

は

か
》
誰
睡
唯
一
や
鐸
燕
岬
砂
”
》
を
選
び
て
ク
レ
モ
ナ
に
息
子
の
住
み
て
六

須
田
博

さ
い
。
》
杓
抄
獅
度
唱
の
冬

や
ざ

田
口
一
子

す

一
蝉
峠
罐
舞
確
一
鯏
蝿
吋
搾
蠅
郵
纒
罫
も
れ
る
朝
に
白
鳥
の
羽
擦
る
音
し
て
我

三
谷
和
夫

た
む
け

一
雌
蠅
詩
法
要
の
終
り
し
亡
妻
の
お
く
つ
き
に
手
向
の
花
を
今

一
ょ
月
我
日
あ
ふ
れ
さ
す
公
手
孝
嗣

》
》
》
礒
鐸
鏥
誕
唖
非
蝿
癖
ぎ
ゐ
る
こ
の
朝
け
遠
目
に
氷
り
張
り

雌
ん

山
口
魁

職
避
き
て
履
く
こ
と
希
に
な
り
し
靴
磨
き
あ
げ
を
り

冬
日
さ
す
な
か
村
上
弘

礎
細
》
一
》
》
姻
婚
割
》
》
一
》
部
軸
峠
一
権
碑
評
韮
》
仁
》
一

岬
》
》
一
鯛
峠
馳
赫
使
ひ
な
れ
し
ベ
ン
持
ち
て
番
け
ば
伝
は
る

篠
田
ま
さ

医
ま
扶
一

手
の
温
か
さ

渡
辺
万
里

’
一

セ
ン
タ
ー
の
会
話
の
老
達
そ
れ
ぞ
れ
の
嫁
の
唾
き
く

１
割
一
字
姦
に
て
関
口
霊

驫
畷
⑦
③
目
倫
⑳
⑤
⑪
③
⑪

、
個
醍
韮
一

》
り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
台
所
用

》
熟
謂
灘
蕊
黙
撫
鵜
繊
》

学
習
用
品
、
自
転
車
な
ど
、
主
と

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
霊

ー

a

ー

’
ひ

ろ

I
ロ

一
（
、

岬
吻
″
グ
ー
１
１

q

潮

例

轍

二一一＝一

民
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き
り
た
ん
ぼ
鍋

今
回
は
、
秋
田
地
方
の
代
表
的
な
郷
土
料
理
、
〃
き
り
た

ん
ぽ
鍋
″
を
紹
介
し
ま
す
。
寒
い
冬
に
は
、
も
っ
て
こ
い
の

料
理
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
庭
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

夕べに

せんか

い教室＝
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ｈ
１
Ｈ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ

Ｆ

ｆ

今
年
も
恒
例
の
〃
冬
の
星
座

観
察
の
夕
べ
〃
を
行
い
ま
す
。

す
ば
る

天
体
望
遠
鏡
を
使
喰
罪
星

団
、
オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲
な
ど

冬
の
夜
空
に
広
が
る
星
座
を
親

子
で
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
２
月
聖
日
（
土
）
午
後

５
時
か
ら
９
時
（
た
だ
し
、
雨

天
の
場
合
は
内
容
を
変
更
）

▼
場
所
教
育
委
員
会
（
市
水

道
局
４
階
）

▼
内
容
天
体
望
遠
鏡
に
よ
る

星
座
観
察
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど

▼
鱗
師
田
中
正
一

▼
定
員
親
子
卯
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
．
無
料

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
参
加
者
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
電
話
番
号
、
「
冬

の
星
座
」
を
明
記
し
、
我
孫
子

１
６
８
４
教
育
委
風
会
社
会
教

育
課
垂
（
蓮
１
１
５
１
へ

、／

・つゆ…鳥ガラ、コンブ、か

つおぶし､だし汁(4カップ）

しょう油・お酒（半カップ°)、
みりん4分の1カップ

・鳥肉（モモ）・ゴボウ・長ネ
ギ

・セリ・マイタケ・春雨・き
りたんぽ

圖
圖

、 ／

①
き
り
た
ん
ぽ
は
、
炊
き
あ
が
っ

た
ば
か
り
（
少
し
砿
め
）
の
ご
飯

を
す
り
こ
ぎ
で
つ
ぶ
し
、
杉
串
棒

（
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
に
使
う

太
目
の
〈
シ
で
も
可
）
の
回
り
に

く
っ
つ
け
て
、
中
火
で
焼
き
あ
げ

る
〈
し
た
ご
し
ら
え
〉

烏
ガ
ラ
、
コ
ン
ブ
、
か
つ
お
ぶ

し
を
使
い
、
２
日
間
じ
っ
く
り
煮

込
む
と
良
い
だ
し
汁
が
作
れ
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
牛
乳
の
紙
容
器
の
い

ろ
ん
な
色
を
使
い
、
自
由
に
素
敵

な
作
品
を
作
っ
て
く
だ
さ
い

▼
応
募
資
格
＊
幼
稚
園
の
部

＊
小
学
生
低
学
年
の
部
．
：
（
小
学

１
年
か
ら
３
年
生
）
＊
同
高
学

年
の
部
…
（
小
学
４
年
か
ら
６
年

生
）
＊
中
学
。
高
校
生
の
部

＊
一
般
の
部
・
・
・
（
個
人
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
で
も
可
）

▼
応
募
規
定
牛
乳
パ
ッ
ク
・
キ

ャ
ッ
プ
に
限
る
（
千
代
紙
、
コ
ー

ヒ
ー
牛
乳
、
ジ
ュ
ー
ス
類
等
の
使

用
は
無
効
）

▼
規
格
①
枠
を
除
き
、
縦
娼
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
妬
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
前
後
の
大
き
さ
②
台
紙

は
ベ
ニ
ヤ
板
、
厚
紙
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
板
な
ど
を
使
用
③
絵
の

囮
回
圀

埴
』
■
■
Ｉ
川
湖
四

争
乳
忽
容
弱
司
園
②
鐘
』

コ
ン
ラ
ス
ト
偲
晶

わこ

輪湖洋子さん
（新木野）

②
出
来
あ
が
っ
た
〃
だ
し
汁
″
の

な
か
に
、
鳥
肉
、
マ
イ
タ
ケ
、
ゴ

ボ
ウ
を
入
れ
る

②
火
が
通
っ
た
ら
長
ネ
ギ
、
春
雨

き
り
た
ん
ぽ
を
入
れ
、
Ｌ
～
２
分

煮
る

④
召
し
上
が
る
直
前
に
セ
リ
を
入

れ
て
出
来
あ
が
り

〈
一
口
メ
モ
〉

＊
だ
し
汁
は
、
２
日
間
位
じ
っ
く

り
煮
込
む
と
、
コ
ン
ブ
の
味
も
で

て
、
良
い
だ
し
味
が
で
る

＊
き
り
た
ん
ぽ
は
新
米
を
使
い
、

焼
き
か
げ
ん
は
、
焼
き
お
に
ぎ
り

を
作
っ
て
食
べ
る
イ
メ
ー
ジ
を
し

て
作
る
と
良
い

＊
き
り
た
ん
ぽ
は
、
ホ
ッ
ト
プ
レ

ー
ト
を
使
っ
て
も
便
利

具
な
ど
の
着
色
は
無
効
④
台
紙

の
地
肌
が
見
え
な
い
こ
と

▼
応
募
方
法
作
品
の
襄
面
に
作

品
名
、
住
所
、
氏
名
（
グ
ル
ー
プ

名
）
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
貼
付
す
る
こ
と

▼
各
糞
＊
ミ
ル
ク
大
賞
：
。
、
万

円
＊
最
優
秀
賞
・
・
・
５
万
円
＊

優
秀
賞
・
・
・
３
万
円
＊
優
良
賞
：
．

１
万
円
（
各
蛍
と
も
同
金
額
相
当

１
月
虹
日
（
且
に
予
定
し
て
い
た
新
春
マ
ラ
ソ
ン

大
会
は
、
降
雪
に
よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
不
良
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

Ｉ
教
育
委
員
会
体
育
課
Ｉ

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
中
止
に

の
洪
品
）
＊
参
加
費
・
・
・
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
２

月
巧
日
（
木
・
必
着
）
ま
で
に
〒

２
６
０
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
４

の
３
千
葉
県
酪
艇
農
業
協
同
組
合

連
合
会
牛
乳
紙
容
器
「
は
り
絵
」

コ
ン
テ
ス
ト
係
壷
０
４
３
（
２
４

３
）
１
３
１
２
へ
（
た
だ
し
、
送

料
は
自
己
負
担
） 寿大学祭

』

時：2月18日（日）午前9時30分
所：湖北地区公民館

｜

’

一一－－

好
天
に
恵
ま
れ
た
１
月
６
日

主
）
、
湖
北
台
中
央
公
園
で
、
平

成
８
年
「
消
防
出
初
式
」
が
、
消

防
職
員
、
消
防
団
貝
、
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
員
な
ど
、
約
３
０
０
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
新
し
い
友
だ

ち
と
学
習
で
き
る
の
が
長
寿
大

学
で
す
。

こ
こ
で
学
ぶ
学
級
生
が
、
１

年
間
の
学
習
成
果
や
ク
ラ
ブ
活

動
の
成
果
を
発
表
す
る
大
学
祭

（
写
真
）
を
今
年
も
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
楽
し
い

歌
や
踊
り
の
発
表
会
を
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
２
月
娼
日
（
且
午
前

９
時
鋤
分
か
ら
午
後
４
時
ま

で
（
入
場
無
料
）

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
内
容
＊
ホ
Ｉ
ル
…
日
舞
．

民
舞
、
社
交
ダ
ン
ス
、
詩
吟

な
ど
各
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、

各
学
年
の
発
表
＊
第
１
学

習
室
：
．
水
墨
画
、
俳
句
、
盆

栽
な
ど
各
ク
ラ
ブ
の
作
品
を

展
示

▼
問
い
合
わ
せ
中
央
公
民

館
壷
（
理
０
５
１
５

鯵電

＆趣

､〈

平
成

市
民
の

F呼蕊
五F．

』
戸全・

少1魁
一

ツざ
グ

Ｆ
『
亭

あ
び
こ８

年
消
防

生
命
壁
財

蕊i潟曇 ’震 ,’
一
一

あ
れ会

場
で
は
、
放
水
訓
練
（
写

真
）
や
分
列
行
進
を
は
じ
め
、

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

長
年
、
消
防
活
動
に
献
身
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
消
防
職
員
・

消
防
団
員
”
名
の
表
彰
も
行
わ

れ
、
皆
さ
ん
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
、
誓
い
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
、
恵
愛
保
育
園

と
柏
風
保
育
園
の
「
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
」
の
ち
び
っ
子
沼
名
が
、

ね
じ
り
鉢
巻
き
と
窪
識
姿
で
、

元
気
い
っ
ぱ
い
〃
火
の
用
心
″

を
訴
え
る
演
技
を
披
露
し
、
来

賓
や
見
学
者
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
都
市
計
画
用
途
地
域

（
原
案
）
を
作
成
し
、
昨
年
２
月

に
市
民
プ
ラ
ザ
等
市
内
５
か
所
で
、

住
民
説
明
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

新
し
い
用
途
地
域
に
つ
い
て
は
、

４
月
１
日
（
月
）
か
ら
指
定
替
え
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
指
定
替
え
に
よ
り
、
建

築
物
の
用
途
規
制
の
内
容
等
が
一

部
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
建
築

家庭児童相談室

のご利用を
今、子育ては非常に難しく特

に若いお母さんたちにとって、
育児に関する悩みは深刻になっ

ています。

ゆとりを持って子どもと接す
るためにも、一人で悩まずお気

軽にご相談ください。

なお、費用は無料で相談者の

秘密は固く守られます。

惨相談日祝日を除く毎週月1IM

から金雌日午前10時からとE後4
時（ただし、昼休みを除く）
少場所・問い合わせ家庭児童
相談室冠(85)1111内線352

灘

出
初
式

産
を
守
一
る

今
」

れ

T
に
あ
び
こ
ぁ
れ
こ
れ
〕

確
認
や
開
発
行
為
を
は
じ
め
、
土

地
の
取
り
引
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、

十
分
注
意
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。▼

問
い
合
わ
せ
◎
用
途
地
域
・

土
地
取
り
引
き
・
・
・
都
市
計
画
課
壷

（
顕
）
１
１
１
１
内
線
５
４
３
．
５

７
４
、
◎
建
築
確
潔
。
開
発
行
為

．
・
建
築
指
導
課
云
（
蓮
１
１
１
１

内
線
５
２
６
．
５
４
２

１
月
嘔
日
（
祝
）
、
市
民
会
館

で
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
式
典

が
開
催
き
れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、

ス
ー
ツ
や
振
り
袖
な
ど
晴
れ
藩

姿
の
１
３
５
９
人
（
男
性
６
４

鯉
繍
噌
久
し
ぶ
り
に
再
会

成
人
式
に
１
３
５
９
名
が
出
席

一

’

ｰ

４
人
、
女
性
７
１
５
人
）
が
出
席

し
、
会
場
は
超
満
員
。

式
典
で
は
、
小
・
中
学
校
時
代

の
写
真
や
当
時
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ス

ラ
イ
ド
で
上
映
。

最
後
に
、
新
成
人
を
代
表
し
て

宮
澤
塵
ざ
ん
莪
孫
王
が
、

「
希
望
と
勇
気
を
持
っ
て
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
生
を
切
り
開

い
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
同
窓

生
た
ち
は
、
恩
師
を
囲
ん
で
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
思
い

思
い
に
記
念
写
真
を
搬
り
、
い

つ
ま
で
も
な
ご
り
を
惜
し
ん
で

い
ま
し
た
（
写
真
）
。

▼地域リハビリ教室 ▼
対
象
市
内
在
住
の
障
害
を
持

つ
方
お
よ
び
如
歳
以
上
で
運
動
不

足
の
方
（
参
加
費
無
料
）

▼
問
い
合
わ
せ
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
壷
（
配
）
０
１
４
１

一

域
リ
ハ

日程 時間 場所

保健センター

布佐南近隣センター

2月5日(月）
13：00

1

15:00

2月14日(水）

2月19日(月） 新木近隣センター

2月28日(水） 10;00～12:00 西部福祉センター

’

’
1
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湖北台野球場を日曜日、祝日に

使用したい野球チームは、所定の

登録用紙で申し込んでください。

伝申し込み期間2月18日(日)ま

で

伝会費年額1万円（申し込み時

に持参）

し登録用紙・申し込み作間壷

(88)4182または石井壷(88)0809へ

二曰時2月17日(土)午後4時45

分から7時（ただし、雨天・曇天
ｰ

の場合は屋内に変更）
や シ場所手賀沼親水広場「水の館」

し内容天体望遠鏡を使い､土星、

オリオン大星雲、アントミロメダ大

星雲、かに座の散開星団等を観察

し指導流山天文愛好会

し対象小学校4年生から中学生

､

か ねだ ともひろ

智裕〈ん
1歳3か月）

佇叫

金田

⑬⑤⑨⑳倉
(必ず親と同伴のこと）(根戸

惨定員親子20組（先着順〕

日 回国回
▼社会福祉事業基金にと飯田明子

様（新木野）から1万円、（社)我

孫子ゴルフ倶楽部様から50万円、

ボーイスカウト我孫子第1団様か

ら7万4475円、ガイアを観る会様

から9万6490円、我孫子市明るい

社会づくり推進協議会様から歳末

たすけあい街頭募金4万1529円の

寄付がありました。

▼福祉のためにと社会福祉協議会

へ田中剛様(栄)から5000円、市老

運女性会員旅行会一同様から5万

2000円、鈴木謙様(船戸)から30万

円、常陽銀行(株)我孫子支店様か
トミゴロウ

ら1万円、関根室謂郎様（つくし

野）から2万円、我孫子第四小学

校エコロジークラブ様から1万18

50円、干葉土建我孫子支部様から

産業まつりでの収益寺5405円、干

葉土建我孫子支部我孫子・天王台

分会様から住宅デーでの収諦令ク

万1839円、（株)トミ一様からおも

ちゃの寄贈がありましだ。

▼我孫子フォークダンスクラブ様

から市スポーツ振興基金にと4万

3000円の寄付がありました。

似参加費無料

し持参懐中電灯、カッター、ハ

シ曰時2月16日(金)午前10時かサミ、ホッチキス、双眼鏡（持つ

ら正午（参加費無料）ている人）

し場所天王台北近隣センター惨申し込み.問い合わせ電話ま 国廻国国園中央公民館

伊日時2月10日(土)午前9時30

分から11時30分（参加費無料）

し 内 容卓球

傍持参ラケット(持っている人）

タオル、上置き

＞問い合わせ中央公民館a(82）

0515

，肉マン・中華マンづくり

し日時2月10日(土)午前10時か

ら正午

し対象市内小学生

倖定員36名（先着順）

し参加藁350円（材料代）

し持参エプロン、三角巾、ふき

ん2枚、上履き

鯵申し込み・問い合わせ電話で

中央公民館「子どもクッキング」

係霊(82)0515へ

画湖北地区公民館．

抄日時2月10日(土)午前9時30

分から11時30分（参加費無料）

歩内容①折り紙②おはなし会、

語り⑧ベーゴマ④将棋、オセロ

レ持参①折り紙、ハサミ、のり

抄問い合わせ湖北地区公民館丑

(88)“33

．今日からあなたも発明家

陵巳時2月10日(土)午後1時80

分から3時30分（参加費無料）

し対象小挙生以上で大人も参加

できます（ただし、小学生4年生

以下は親と同伴のこと）

陰内容アイデアエ作
しようは彪

伝講師小宮庄八（発明家）

惨持参瞬間接着剤、ハサミ、小

刀、筆記用具、ペットボトル

レ申し込み・問い合わせ電話で

湖北地区公民館盆(88)4433へ

｜

I’巡回教育相
二
一

口炎

伝曰時2月16日(金)午後1時30

分から午後4時30分

屋場所市民会館

医内容長欠・進路問題、いじめ、

怠学、非行をはじめ、親子・交友・

異性関係等生活全般に関すること

歩対象悩みを持つ児童・生徒の

保護者、教職員（相談は継続して

受けられ､秘密は固く守られます）

し相談方法専門のカウンセラー

との個別面談

し相談員教育相談の専門家

医申し込み・問い合わせ電話で

2月16日(金)午前10時までに教育

委員会教育研究所a(87)4600/X

示

し日時2月16日(金)午後1時30

分から3時30分

ヶ場所松戸商工会議所

し問い合わせ東葛飾支庁商工労

政課壷0473(61)2115

』

1木

鰯 2金
２
月

芯土’ 抄日時2月5日(月)午後1時か

ら2時30分

し場所市民プラザ

し内容講演．．「倫理的、心豊か

な女性をめざして」

伝参加費無料

ら問い合わせ高畠壷(82)0751

蕊
障害者の皆さんと一緒に中国料

理に挑戦してみませんか。

シ日時2月4日(日)午前10時

し場所天王台北遍燐センター

レ内容本場中国岱晟学と家庭料
理

キンクイョウ

ヶ講師金桂葉

修定員親子5組（先着順）

し参加費1人500円（材料代）

し申し込み・問い合わせ電話で

社会福祉協議会壷(84)1539へ

固回回国’
’

’ ｜
伝日時・場所2月19日(月)午後

1時30分、市民プラザ

し内容学校広報、町内報に掲載

するイラストや漫画の書き方など

少講師川田あきひこ（イラスト

レーター）

伝定員先着30名（受け付けは、

当日会場で行います）

し参加費無料

伝持参筆記用具

し問い合わせ林容(83)2726

4月から湖北台中学校では、学

校給食が始まります。これに伴い、

市内の給食納入業者を次のとおり

募集します。

惨対象学区内まだは学区周辺地

域の業者

シ取り扱い業種①弩果業者②食

肉業者⑧豆腐業者④製めん業者◎

鶏卵業者⑥みそ業者ほか

似申請用紙2月1日(木)から湖

北台中学校で配布

し申請書提出先湖北台中学校事

務室

し申請期間2月5日(月)から9

日(金)まで

し問い合わせ湖北台中学校事務

室盃(88)2120

※納入業者の決定については、2

月下旬、申請者全員|こ郵送で通知

します。

し日程・内容＊2月10日(土)発

表…コーラス、琴、マンドリン＊

11巳(日)展示…手編み、油絵、パ

ッチワーク（展示は10日も実施）

し時間両日とも午前10時から午
後4時

匪場所新木近隣センター

陰問い合わせ新木地区まちづく

り協議会盆(88)2010

●

可

’ 誠
､承

戸

繩
縁日時2月9日(金)午後1時30

分から4時30分（受露無料）

し場所森のホール21（松戸市）

し内容「ちば新時代5か年計画

の目指すもの」ほか

少申し込み・問い合わせ電話で

東葛飾支庁商工労政課商工観光係

電0473(61)2115へ
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天体観望会 鵬の使用|こういて市庁舎停電について
2月12日(体)は、市役所本

庁薑謹哩電工事のため、停電と

なります。これに伴い、テレ

ホンサービス「日曜当番医．

1週間の行事」盃(85)1313と、

あびこ市テレホンガイトミr声

の{更利帳」壷(85)5000への問

い合わせができませんので、

ご注意ください。

なお、当日は保健センター

のテレホンサービス壷(87)11

41をご利用ください。

し問い合わせ広報広聴課お弁当の作り方庸習会

楽しく遊ぼう(譜灘｝

我 孫 子 吹 奏 楽 団
第7回定期演奏会

春季市民親善卓球大会

第35回昭和の演歌
｢歌と踊り新春大会」

中小企業者向け県・国等
の融資制度説明会

古利根クリーン作戦
天王台地区健康フェア
F明日に向かってみんな元気に」

日曜当番医｡1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービｽ副85Ⅷ：

4 e

5月

6火

7水

8木

9金

10土

11⑧

1Ze

－日曜当番医＝テレホンサービス

密休日叙急歯科診療日=休日散急歯科診鳳所(市民会館内)9:00~11:30
毎結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

画心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
母市民会館・市民図醤館・烏の博物館休館
ずつつじ荘休館毎西部福祉センター休館

軍法律相談＝市民相談室9:30～15;30(予約制）

に牙消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
毎市民図霊館休館

”不動産相談＝市民相談室10:00～15:00
画健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

画･市役所閉庁(－部の施設は除く）

”日曜聖番医＝テレホンサービス

”休日救急歯科診溌日=休日救急歯科診擬所(市民会飼勾)9:冊~11：
章市民図書館休館
嘩つつじ荘休館＝西部福祉センター休館

駒

画休日．夜間当番医＝テレホンサービス公(87)1141

毎休日救急歯科診凝日=休日捌怠歯科診騒所(市民会館内)9:00~11:3
壷市民会館・市民図書館休館、
畦つつじ荘休館志西部福祉センター休館

〃消費生活相談＝市民相談室1（
”酒害相談＝寿市民センター1（
ず健康相談＝つつじ荘10:00～‘

”市役所閉庁(一部の施設は除く）

)0～15;00

)0～15:00
:30

毎法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
宙馬の博物館休館
m･つつじ荘休館〃西部福祉センター休館

奇消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

鱈r健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30
豆鳥の博物館休館

”法律相談＝市民相談室9930～15:30(予約制）
毎市民プラザ休館

I

豆消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
画税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

唖酒害相談＝保健センター13:30～15:00

実践倫理婦人のつどい

ﾎﾂﾄﾂﾄ艸国轆轤
否
・
■

■
二
Ｐ
。

議雪難灘識駿
聯給食用物資納入業者

葱蕊墜｢ザ｡文化祭」

商工業と綱づくり講齢

お詫びと訂正
前号（1）面でお知らせした

委員名簿中、商栄会会長は、

同副会長の誤りです。

お詫びして訂正します。


